
回答数：１１８件

Q１．障害者雇用率は？ 

２．０％未満 24
２．０％以上、２．２％未満 29

２．２％以上、２．３％未満 23

２．３％以上 40

わからない 2

Q２．以下の障害者を雇用しているか？ 

Q2-1 身体障害者 Q2-2 知的障害者

雇用している 116 雇用している 74

雇用していない 0 雇用していない 39
わからない 2 わからない 5

Q2-3 精神障害者 Q2-4. 発達障害者

雇用している 84 雇用している 51

雇用していない 28 雇用していない 41
わからない 6 わからない 26

【日本CHO協会】「障害者雇用」に関する取り組みアンケート 2020年4月、7月実施

雇用している
98%

雇用していない
0%

わからない
2%

雇用している
71%

雇用していない
24%

わからない
5%

２．０％未満
20%

２．０％以上、２．２％未満
25%

２．２％以上、２．３％未満
19%

２．３％以上
34%

わからない 2%

雇用している
63%

雇用していない
33%

わからない
4%

雇用している
43%

雇用していない
35%

わからない
22%



≪精神障害者を雇用している企業に質問≫

Q2-3-Y1．精神障害者は現在、何名位雇用しているか

10名未満 44
10名以上、30名未満 15
30名以上、50名未満 8
50名以上 7
わからない 8

Q2-3-Y2．精神障害者の定着状況について

定着しており、特に大きな課題はない 21
定着しているが、課題を感じている 47

定着しておらず、課題を感じている 9

わからない 7

≪発達障害者を雇用している企業に質問≫

Q2-4-Y1．発達障害者は現在、何名位雇用しているか

10名未満 33
10名以上、30名未満 4
30名以上、50名未満 3
50名以上 3
わからない 8

Q2-4-Y2．発達障害者の定着状況について

定着しており、特に大きな課題はない 14
定着しているが、課題を感じている 28

定着しておらず、課題を感じている 6

わからない 3

10名未満
54%

10名以上、30名未満
18%

30名以上、50名未満
10%

50名以上 8%

わからない 10%

定着しており、特に大きな課題はない
25%

定着しているが、課題を感じている
56%

定着しておらず、課題を感じている
11%

わからない 8%

10名未満
65%

10名以上、30名未満 8%

30名以上、50名未満 6%

50名以上 6%

わからない 15%

定着しており、特に大きな課題はない
27%

定着しているが、課題を感じている
55%

定着しておらず、課題を感じている
12%

わからない 6%



≪精神障害者 または 発達障害者を雇用している企業に質問≫

Q2-4-Y3．精神障害者・発達障害者を採用する上での不安な点は？

周囲の従業員が障害について理解・配慮できるか 9

周囲の従業員が障害特性に合わせられるか 7

⾧期的に継続して勤務できるか 7

会社内に精神障害者・発達障害者に適した仕事があるか5

精神障害者・発達障害者が職場に馴染めるか 5

職場内でトラブルが起きないか 4

体調及び勤怠が安定して働けるか 3

採用時に障害・適性・能力を十分に把握できるか 3

厳しい職場や厳しい要求に直面し、症状が再発・悪化しないか2

入社後の評価や昇給・昇格等をどうするか 2

その他 1

特に不安な点はない 3

（複数選択）

Q2-4-Y4．精神障害者・発達障害者の採用について社内の理解を得るために、行なっていることは？

障害者採用専任担当者によるフォロー体制 23

従業員への精神障害・発達障害に関する個別説明の実施19

人事部門による障害理解を促すための情報発信 18

従業員への精神障害・発達障害に関する職場説明会の実施11

受入部門の責任者・担当者のハローワーク等、外部研修への派遣10

障害者の受入に関するガイドブックの作成・配布 9

社内のイントラネットへの障害者就労の情報掲載 8

障害者雇用全般に関する従業員研修の実施 7

経営幹部層による障害理解を促すための情報発信 4

精神障害者・発達障害者と従業員が交流する機会の提供4

経営幹部層への積極的な情報提供や提案 2

その他 5

特に何もしていない 5

わからない 1

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

周囲の従業員が障害について理解・配慮できるか

周囲の従業員が障害特性に合わせられるか

⾧期的に継続して勤務できるか

会社内に精神障害者・発達障害者に適した仕事があるか

精神障害者・発達障害者が職場に馴染めるか

職場内でトラブルが起きないか

体調及び勤怠が安定して働けるか

採用時に障害・適性・能力を十分に把握できるか

厳しい職場や厳しい要求に直面し、症状が再発・悪化しないか

入社後の評価や昇給・昇格等をどうするか

その他

特に不安な点はない

(件)

その他：

・障害者本人が自己の特性を正しく把握

しておらず一般的なタイプ像で特性を

説明されることが多い。

0 5 10 15 20 25

障害者採用専任担当者によるフォロー体制

従業員への精神障害・発達障害に関する個別説明の実施

人事部門による障害理解を促すための情報発信

従業員への精神障害・発達障害に関する職場説明会の実施

受入部門の責任者・担当者のハローワーク等、外部研修への派遣

障害者の受入に関するガイドブックの作成・配布

社内のイントラネットへの障害者就労の情報掲載

障害者雇用全般に関する従業員研修の実施

経営幹部層による障害理解を促すための情報発信

精神障害者・発達障害者と従業員が交流する機会の提供

経営幹部層への積極的な情報提供や提案

その他

特に何もしていない

わからない

(件)

その他：

・受け入れ職場への社内説明会を実施 ・入社前の職場体験

・配属先および本人への個別のサポート ・配属予定部署での就労体験を実施したうえで適応者を採用

・精神および発達障害のタイプは多様なので、一般的な情報提供をすると偏見につながる恐れがある。

そのため、実際に応募が発生した段階で、応募者個人と配属予定職場とを丁寧にマッチングするようにしている。

部門責任者が、先行して精神や発達に障害がある社員が実際に活躍している様子を確認することで、

職域（配属職場）が拡大している



≪精神障害者 または 発達障害者を雇用している企業に質問≫

Q2-4-Y5．精神障害者・発達障害者の雇用にあたり、配慮していることは？（複数選択）

作業指示の明確化等、業務習得のサポート 38

業務量への配慮 34

作業環境・施設・設備等への配慮 28

作業工程の単純化等、職務内容への配慮 27

外部の支援機関との連携 27

業務遂行を支援する者の配置 25

職場内の健康管理等、相談支援体制の確保 22

通院や服薬管理等、医療上の配慮 21

短時間勤務等、勤務時間の配慮 19

休暇を取りやすくする等、休養への配慮 18

障害者雇用に関連する各種資格取得支援 6

その他 3

特に何もしていない 0

わからない 0

Q2-4-Y6．精神障害者・発達障害者の入社後のフォロー体制について（複数選択）

配属先の上司・上⾧による定期面談 26

ジョブコーチや就労支援機関による支援 26

人事部門による定期面談 23

専任の支援者や相談窓口の設置 18

産業医による面談 16

キャリアコンサルタントによる面談 3

その他 3

わからない 1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

作業指示の明確化等、業務習得のサポート

業務量への配慮

作業環境・施設・設備等への配慮

作業工程の単純化等、職務内容への配慮

外部の支援機関との連携

業務遂行を支援する者の配置

職場内の健康管理等、相談支援体制の確保

通院や服薬管理等、医療上の配慮

短時間勤務等、勤務時間の配慮

休暇を取りやすくする等、休養への配慮

障害者雇用に関連する各種資格取得支援

その他

(件)

0 5 10 15 20 25 30

配属先の上司・上⾧による定期面談

ジョブコーチや就労支援機関による支援

人事部門による定期面談

専任の支援者や相談窓口の設置

産業医による面談

キャリアコンサルタントによる面談

その他

わからない

(件)

その他：

・本人からも配属先の管理職からも気軽に相談してもらうよう、選考段階から促しているので

職場から「職域をこのように広げようと考えているがどうか」「外部の研修に参加してもらおうと思うがどうか」など

事前に確認が入るようになっている。また、本人からも「昨日まで調子がよかったのですが、今日は疲れているように

感じるのでフレックスで早めに退社して休養しようと思います」など、所属⾧への申請とは別に「グループ総合相談窓口」

にちょっとした連絡が入ってくるので、一言でも良いので速やかに返信するようにしている。

・電話受けや会議への参加など個別にある苦手事項への配慮

・業務遂行能力がある者のみ採用

その他：

・一人ひとりのタイプに応じて、様々なツールで必要時にフォローしている。

・上司と就労支援機関の面談を通した本人のサポート

・保健師による面談



≪精神障害者を雇用していない企業に質問≫

Q2-4-N1．今後、精神障害者の雇用を検討しているか

検討している 25
検討していない 12
わからない 3

≪発達障害者を雇用していない企業に質問≫
Q2-4-N2．今後、発達障害者の雇用を検討しているか

検討している 19 24
検討していない 19 69

わからない 3 23

2

≪以下、全員に質問≫

Q３．御社（または御社グループ）では、障害者雇用を促進するための「特例子会社」を設置しているか

設置している 38

設置していない 80

わからない 0

Q４．障害者雇用のための推進体制の確立や担当社員の配置を行なっているか

１）推進体制 ２）担当者配置

チーム体制が出来ている（専任体制） 22 専任担当がいる 24

チーム体制が出来ている（兼任体制） 48 兼任担当がいる 69

特に明確な体制は取れていない 46 特に担当者は明確になっていない 23

わからない 2 わからない 2

検討している
62%

検討していない
30%

わからない 8%

検討している
47%

検討していない
46%

わからない 7%

設置している
32%

設置していない
68%

わからない 0%

チーム体制が出来ている

（専任体制）
18%

チーム体制が出来ている

（兼任体制）
41%

特に明確な体制は

取れていない
39%

わからない
2%

専任担当がいる
20%

兼任担当がいる
58%

特に担当者は明確に

なっていない
20%

わからない
2%



Q５．障害者雇用を促進するための取り組みとして、以下の施策を実行しているか（複数回答）

受入現場の理解促進 79

上司・上⾧への理解促進 68

担当業務の創出や職域拡大 67

バリアフリー等、就労環境の整備 55

入社後の個別フォローアップ・ケアサポート 53

外部支援機関との連携 53

産業医との連携 42

現場で受け入れやすいような人件費負担ルールの特例措置38

フレックスタイム・在宅勤務・WEB会議等の積極的活用36

職場体験のインターンシップ 34

現場指導者の配置・育成 24

入社後の教育・研修 23

評価・処遇等の人事諸規程の整備 17

障害者同士の交流の場の提供 16

成功事例の社内共有や周知 16

サテライトオフィス勤務等、通勤負荷の軽減 14

わからない 1

その他 8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

受入現場の理解促進

上司・上⾧への理解促進

担当業務の創出や職域拡大

バリアフリー等、就労環境の整備

入社後の個別フォローアップ・ケアサポート

外部支援機関との連携

産業医との連携

現場で受け入れやすいような人件費負担ルールの特例措置

フレックスタイム・在宅勤務・WEB会議等の積極的活用

職場体験のインターンシップ

現場指導者の配置・育成

評価・処遇等の人事諸規程の整備

障害者同士の交流の場の提供

成功事例の社内共有や周知

わからない

その他

(件)

その他：

・保健師による面談

・応募時の丁寧な情報収集

（行動特性を象徴するエピソード、ストレス要因・予兆・対策、職務内容に対する希望、

活かしていきたい経験、資格など）

・採用時費用負担の工夫（人事部負担→成果が出るようになれば部門負担）

・障害者雇用の為でなく実施

・これから上記のことを体系立てすすめていきたい。

・特例子会社での取組みにつき不明

・雇用拡大の施策は特に行っていない。

・実施しているものはない。



Q６．障害者全般の採用・定着・戦力化に向けた御社の課題を教えて下さい（複数回答）

担当業務の創出や職域拡大 74

受入現場の理解促進 66

障害者のキャリアデザイン 55

上司・上⾧への理解促進 45

就労環境の整備 44

入社後の個別フォローアップ・ケアサポート 36

現場指導者の配置・育成 34

評価・処遇等の人事諸規程の整備 31

入社後の教育・研修 29

外部支援機関との連携 19

採用・面接の手法 14

職場体験のインターンシップ 11

産業医との連携 8

わからない 3

その他 4

Q７．障害者雇用にあたって、以下の支援機関は利用しているか（複数回答）

障害者就業・生活支援センター 51

地域障害者職業センター 39

特別支援学校 39

就労移行支援事業者 35

障害者職業能力開発校 19

わからない 28
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担当業務の創出や職域拡大

受入現場の理解促進

障害者のキャリアデザイン

上司・上⾧への理解促進

就労環境の整備

入社後の個別フォローアップ・ケアサポート

現場指導者の配置・育成

評価・処遇等の人事諸規程の整備

入社後の教育・研修

外部支援機関との連携

採用・面接の手法

職場体験のインターンシップ

産業医との連携

わからない

その他

(件)

0 10 20 30 40 50 60

障害者就業・生活支援センター

地域障害者職業センター

特別支援学校

就労移行支援事業者

障害者職業能力開発校

わからない

(件)

その他：

・一部の「障害」に対する偏見をもっている管理職の偏見払拭。

・採用時にしっかり面談し、業務適性に合わせるため定着率は高い。

・特例子会社での取組みにつき不明


